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夏休みに取り組んだ「小さな挑戦・探究」 
1学期の終業式や学校だよりを通じて、私は皆さんに「目標を立てよう」「自分の興味や関心があることを探

究してみよう」と呼びかけました。また、夏休み期間中には「夏休みの小さな挑戦」を募集しました。すると、

生徒の皆さんから、自分なりの挑戦や探究の記録が寄せられました。「毎日10分以上読書を続けた」「早起きを

頑張った」「家のお手伝いを毎日続けた」「苦手な英単語の練習に取り組んだ」「毎日散歩や運動を続けた」

「気になっていたことを調べてみた」など、その内容は実に様々でした。 

どれも自分自身の日常をよりよくしようとする挑戦でした。内容の大小ではなく、自分で決めたことに向き合

い、努力を続けたことに大きな価値があります。また、今年は「自分の興味や関心があることを探究してみよ

う」という呼びかけに応え、身近な疑問について調べてくれた生徒もいました。 

ある生徒の探究を１つ紹介します。 

夏休みは家で過ごす時間が長くなります。Aさんは、家族から「最近、電気代が高いなあ」という話を聞き、

「エアコンは何度が一番快適で、省エネにもつながるのだろう」という疑問をもちました。 

① 目的・目標の設定…「できるだけ快適に過ごしながら、電気を無駄にしない温度を見つける」という目標を

立てました。 

② 情報収集・基礎作り…エアコンの設定温度について調べる 

家族に普段何度で使っているか聞く 

省エネについて本やインターネットで調べる 

26℃、27℃、28℃で過ごした感想を記録する 

③ 理解・整理…記録を整理すると、26℃は涼しいが少し寒く感じる 

27℃は快適に過ごせる 

28℃でも扇風機を併用すると十分過ごせる   ということが分かりました。 

④ 思考・判断…Aさんは、「温度を下げることだけでなく、扇風機を併用することも快適さにつながるのではな   

いか」と考えました。 

⑤ 協働・表現…結果を家族に伝え、「どの温度が過ごしやすいと思う？」と意見を聞きました。 

すると、同じ家族でも感じ方が違うことが分かりました。 

⑥ 行動・実践…そこで、設定温度を28℃ 扇風機を併用という方法を家族で試してみました。 

⑦ 振り返り・改善調整…Aさんは、「調べる前は温度だけを気にしていたけれど、工夫によって快適さは変わる   

ことが分かった。次は湿度との関係も調べてみたい」また、今回の探究では電気代の比 

較までできませんでした。次は電気代も調べてみたい」と振り返りました。 

 

これはまさに、本校が大切にしている「七条のプロセス」の実践です。まず自分で課題を見つける。次に情報

を集める。整理し、考え、周りの人と意見を交流する。そして実際に行動し、振り返る。この一連の学びの流れ

を、学校生活に留まらず、日常生活の中で活用した実践でした。 

今回寄せられた「小さな挑戦」や探究活動を読んでいて、私が特にうれしく感じたのは、結果よりも過程を大

切にしている生徒が多かったことです。「毎日続けることの難しさを知った」「失敗したけれど次はこうしたい

と思った」「やってみたら意外な発見があった」「家族と話す機会が増えた」このような振り返りがたくさん見

られました。 

成功することはもちろん素晴らしいことです。しかし、それ以上に大切なのは、自分で考え、挑戦し、その経

験から学ぶことです。たとえ思うような結果にならなかったとしても、その経験は次の挑戦への大切な一歩にな

ります。皆さん一人ひとりの「小さな挑戦」には、大きな価値があります。そして、その積み重ねが皆さん自身

の成長につながっていきます。2学期もぜひ、「なぜだろう」「やってみよう」「もっと知りたい」という気持

ちを大切にしてください。夏休みに取り組んだ小さな挑戦や探究活動で得た経験を、これからの学習や学校生活

の中で生かしてくれることを期待しています。 

諸費及び積立金について 
９月分の振替は、９月２５日（金）に銀行引き落としになります。口座へのご入金をお願い致します。 

１年 67００円  ２年 73００円  ３年 130０円 
※育成学級については個々によって異なるため、既に配布した内容をご確認ください。 



 


